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＜大阪市における年齢区分別人口構成比の推移＞
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平
成
２４
年
度
当
初
（
暫

定
）事
業
方
針
・
当
初（
暫

定
）
事
業
計
画
（
案
）
に

つ
い
て
、
鷺
島

勝
大
老

連
事
務
局
長
が
説
明
し
、

当
初
（
暫
定
）
収
支
予
算

（
案
）
に
つ
い
て
は
、
古

田
雅
久
大
老
連
事
務
局
次

長
が
説
明
し
、
審
議
が
行

わ
れ
、
い
ず
れ
も
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
一
般
社
団

法
人
移
行
に
伴
う
新
定
款

案
の
一
部
修
正
に
つ
い
て

は
、
古
田
事
務
局
次
長
が

説
明
し
、審
議
が
行
わ
れ
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

当
初
（
暫
定
）
事
業
方

針
・
事
業
計
画
及
び
当
初

（
暫
定
）
収
支
予
算
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
５
月
号

に
掲
載
し
ま
す
。

な
お
、
平
成
２４
年
度
大

阪
市
予
算
に
つ
い
て
は
、

暫
定
予
算
で
の
ス
タ
ー
ト

と
な
る
こ
と
か
ら
、
当
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
お
い

て
も
、
大
阪
市
予
算
が
最

終
確
定
す
る
ま
で
の
間

は
、
当
初（
暫
定
）事
業
計

画
と
し
、
暫
定
予
算
で
の

ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。

公
益
法
人
制
度
改
革
の

実
施
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で

の
公
益
法
人
は
、
平
成
２０

年
１２
月
１
日
の
新
制
度
施

行
後
５
年
間
は
特
段
の
手

続
き
を
と
る
こ
と
な
く
従

来
と
同
様
の
法
人
と
し
て

存
続
で
き
ま
す
が
、
平
成

２５
年
１１
月
末
の
移
行
期
間

終
了
ま
で
に
移
行
申
請
を

行
わ
な
か
っ
た
場
合
に
は

解
散
と
な
り
ま
す
の
で
、

公
益
法
人
又
は
一
般
法
人

の
い
ず
れ
か
を
選
択
す
る

こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
し

た
。大

老
連
と
し
て
は
、
当

法
人
の
置
か
れ
て
い
る
状

況
や
、
会
員
を
中
心
と
し

た
事
業
運
営
の
実
態
か

ら
、
昨
年
３
月
の
理
事
会

・
総
会
に
お
い
て
、
一
般

社
団
法
人
へ
の
移
行
の
選

択
を
機
関
決
定
す
る
と
と

も
に
、
昨
年
５
月
の
理
事

会
・
総
会
に
お
い
て
新
し

い
定
款
案
及
び
公
益
目
的

支
出
計
画
等
の
承
認
を
受

け
ま
し
た
。

そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
こ

の
間
、
認
可
申
請
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
平

成
２４
年
３
月
に
大
阪
府
知

事
の
認
可
を
受
け
て
、
晴

れ
て
平
成
２４
年
４
月
１
日

か
ら
一
般
社
団
法
人
に
移

行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。こ

の
た
め
「
社
団
法
人

大
阪
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
」
か
ら
「
一
般
社
団
法

人
大
阪
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
」
に
名
称
が
変
更
に

な
り
ま
す
が
、
一
般
社
団

法
人
に
移
行
し
ま
し
て

も
、
従
来
の
活
動
内
容
と

変
わ
る
こ
と
は
な
く
、
全

国
三
大
運
動
で
あ
る
「
健

康
・
友
愛
・
奉
仕
」
を
め

ざ
し
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
活

動
の
原
点
に
立
っ
て
さ
ら

に
活
動
を
継
承
発
展
し
て

ま
い
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
方
の
絶
大

な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

わ
が
国
で
は
、
人
口

の
高
齢
化
が
急
速
に
進

行
し
、
６５
歳
以
上
の
人

口
割
合
（
総
人
口
比
）

は
、
平
成
１７
年
に
は
２０

％
を
超
え
、
平
成
２２
年

に
は
約
２３
％
に
な
っ
て

い
ま
す
。
大
阪
市
に
お

い
て
は
、
平
成
２２
年
国

勢
調
査
に
よ
る
と
、
人

口
は
２
６
６
万
５
３
１

４
人
で
、
６５
歳
以
上
の

高
齢
者
人
口
は
５９
万
８

８
３
５
人
で
総
人
口
の

２２
・
５
％
（
全
国
は
２０

・
１
％
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
健
康
や

介
護
の
問
題
が
増
加
し

て
く
る
７５
歳
以
上
の
高

齢
者
人
口
は
２７
万
９
９

３
人
で
総
人
口
の
１０
・

２
％（
同
８
・
３
％
）と

な
っ
て
お
り
、
急
速
に

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

大
阪
市
の
場
合
、
平

成
２２
年
国
勢
調
査
に
よ

る
と
、
６５
歳
以
上
高
齢

者
の
い
る
世
帯
に
占
め

る
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢

者
世
帯
の
割
合
が
４１
・

１
％
（
全
国
の
割
合
は

２４
・
８
％
）
と
全
都
道

府
県
・
政
令
指
定
都
市

の
中
で
最
も
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
平

成
２３
年
１１
月
末
現
在
で

の
大
阪
市
に
お
け
る
認

知
症
高
齢
者
数
（
要
介

護
認
定
に
お
い
て
「
認

知
症
高
齢
者
の
日
常
生

活
自
立
度
」が
�
以
上
）

に
つ
い
て
は
、
そ
の
４

年
前
と
比
べ
１
万
２
８

４
人
増
の
５
万
４
７
３

６
人
と
な
っ
て
お
り
、

増
加
率
（
２３
・
１
％
）

は
、
６５
歳
以
上
高
齢
者

人
口
の
４
年
間
の
伸
び

（
６
・
８
％
）
を
は
る

か
に
上
回
る
も
の
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を

踏
ま
え
、大
阪
市
で
は
、

「
健
康
で
い
き
い
き
と

し
た
豊
か
な
生
活
の
実

現
」「
個
々
人
の
意
思
を

尊
重
し
た
生
活
の
実

現
」「
安
全
で
快
適
な
生

活
環
境
の
実
現
」「
利
用

者
本
位
の
サ
ー
ビ
ス
提

供
の
実
現
」
を
基
本
的

な
考
え
方
と
し
て
、「
大

阪
市
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
・
介
護
保
険
事
業

計
画
（
平
成
２４
年
度
〜

２６
年
度
）」を
策
定
し
ま

し
た
。

同
計
画
に
お
い
て

は
、
前
計
画
に
お
け
る

事
業
の
評
価
や
大
阪
市

の
高
齢
化
の
現
状
、
高

齢
者
の
実
態
等
を
踏
ま

え
、
�
高
齢
者
の
地
域

包
括
ケ
ア
の
推
進
、
�

認
知
症
高
齢
者
支
援
と

高
齢
者
の
権
利
擁
護
施

策
の
推
進
、
�
市
民
に

よ
る
自
主
的
活
動
へ
の

支
援
と
介
護
予
防
・
健

康
づ
く
り
、
�
高
齢
者

の
多
様
な
住
ま
い
方
の

支
援
を
、
今
後
３
年
間

で
重
点
的
に
取
り
組
む

施
策
と
位
置
付
け
て
い

ま
す
。

前
述
の
、
�
高
齢
者

の
地
域
包
括
ケ
ア
の
推

進
及
び
�
認
知
症
高
齢

者
支
援
と
高
齢
者
の
権

利
擁
護
施
策
の
推
進
に

関
連
す
る
こ
と
で
す

が
、
高
齢
者
が
、
介
護

が
必
要
に
な
っ
て
も
、

認
知
症
に
な
っ
て
も
、

可
能
な
限
り
住
み
慣
れ

た
環
境
の
中
で
暮
ら
し

続
け
る
こ
と
が
で
き
る

地
域
づ
く
り
の
た
め
に

は
、
支
援
を
必
要
と
し

て
い
る
人
に
気
づ
く
、

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
適
切

な
機
関
に
つ
な
ぐ
、
医

療
と
介
護
の
連
携
の
も

と
で
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

を
届
け
ら
れ
る
、
と
い

っ
た
支
援
体
制
を
身
近

な
地
域
で
構
築
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
専
門

職
が
協
働
し
て
地
域
に

お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
し
、
地
域
が
抱

え
る
課
題
の
解
決
に
向

け
て
継
続
的
に
支
援
し

て
い
く
機
関
と
し
て
設

置
さ
れ
た
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
役
割
が

重
要
と
な
り
ま
す
。
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
、
市
民
が

よ
り
身
近
な
地
域
で
相

談
で
き
る
よ
う
段
階
的

に
増
設
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
ま
だ
認
知
度
が

低
い
中
で
、
今
後
は
同

セ
ン
タ
ー
の
機
能
や
役

割
を
理
解
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、
媒
体
を
通
じ

た
周
知
広
報
に
努
め
る

と
と
も
に
、
日
頃
の
相

談
へ
の
対
応
等
を
通
じ

て
多
く
の
方
に
知
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
�
市
民
に
よ

る
自
主
的
活
動
へ
の
支

援
と
介
護
予
防
・
健
康

づ
く
り
に
関
連
す
る
こ

と
で
す
が
、
高
齢
化
率

が
上
昇
し
て
い
く
中
、

高
齢
者
が
で
き
る
限
り

健
康
を
保
持
し
、
介
護

が
必
要
な
状
態
に
な
ら

な
い
よ
う
に
す
る
た
め

に
は
、
高
齢
者
が
生
き

が
い
や
社
会
と
の
か
か

わ
り
を
持
ち
続
け
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
そ
こ

で
、
現
在
、
大
阪
市
で

は
、
地
域
に
お
け
る
生

き
が
い
づ
く
り
や
社
会

参
加
を
促
進
す
る
施
設

と
し
て
、
各
区
に
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
小
学

校
区
単
位
に
老
人
憩
の

家
を
設
置
し
、
高
齢
者

の
自
主
的
活
動
を
支
援

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

各
老
人
ク
ラ
ブ
に
お
い

て
は
、
地
域
の
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
様
々
な
活
動

展
開
を
行
う
こ
と
に
よ

り
高
齢
者
同
士
の
交
流

を
通
じ
た
生
き
が
い
と

健
康
づ
く
り
を
進
め
て

お
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら

の
施
設
及
び
組
織
が
、

情
報
発
信
機
能
を
発
揮

し
な
が
ら
連
携
を
図
っ

て
い
く
と
と
も
に
、
大

阪
市
と
し
て
も
、
そ
れ

ぞ
れ
の
活
動
を
引
き
続

き
支
援
し
、
高
齢
者
の

生
き
が
い
と
健
康
づ
く

り
及
び
社
会
参
加
促
進

の
支
援
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

さ
ら
に
、
�
高
齢
者

の
多
様
な
住
ま
い
方
の

支
援
に
関
連
す
る
こ
と

で
す
が
、
高
齢
者
の
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

居
住
形
態
の
確
保
や
住

み
替
え
を
進
め
る
た

め
、
支
援
施
策
を
展
開

す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
そ
の
た
め
、
大
阪

市
で
は
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
、
介
護
老
人

保
健
施
設
、
認
知
症
高

齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
、養
護
老
人
ホ
ー
ム
、

有
料
老
人
ホ
ー
ム
と
い

っ
た
施
設
の
整
備
、
高

齢
者
世
帯
向
け
の
住
宅

や
高
齢
者
ケ
ア
付
住
宅

の
入
居
者
の
募
集
を
行

う
と
と
も
に
、
平
成
２３

年
に
は
、
バ
リ
ア
フ
リ

ー
構
造
等
を
有
し
介
護

・
医
療
と
連
携
し
て
高

齢
者
を
支
援
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
「
サ

ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向

け
住
宅
」
の
登
録
制
度

が
創
設
さ
れ
、
ひ
と
り

暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢

者
夫
婦
の
み
の
世
帯
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住

ま
い
の
確
保
に
も
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

大
阪
市
で
は
今
後
と

も
、同
計
画
に
基
づ
き
、

高
齢
者
一
人
ひ
と
り
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
自

立
し
た
生
活
を
安
心
し

て
営
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
施
策
の
推
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

大
阪
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
定
期
総
会
が
３
月
２９
日
（
木
）
に
大
阪
市
浪
速
区
の
大
阪
市
立
難
波
市

民
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
３
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

大
老
連
結
成
５０
周
年
を
記
念
し
て
、
平
成
１９
年
１０
月
に
北
区
の
扇
町
公
園
に
植

樹
さ
れ
た
３
本
の
陽
光
桜
が
今
年
も
咲
き
始
め
ま
し
た
。
例
年
な
ら
満
開
と
な
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
今
年
は
寒
さ
が
厳
し
く
開
花
が
遅
れ
て
い
ま
す
。

（
３
月
２６
日
撮
影
）

大
震
災
か
ら
１
年
が
た

っ
て
、
死
者
１
万
５
８
５

４
人
、
行
方
不
明
者
３
１

５
５
人
。
昨
年
３
月
に
発

生
し
た
未
曾
有
の
大
災
害

で
あ
る
東
日
本
大
震
災

は
、
東
北
地
方
・
関
東
地

方
の
広
範
囲
に
わ
た
り
、

甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
ま

し
た
。

こ
こ
に
改
め
て
お
亡
く

な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、
被

災
さ
れ
た
皆
様
に
心
か
ら

お
見
舞
い
を
申
し
あ
げ
ま

す
。被

災
地
で
は
、
今
も
な

お
復
旧
・
復
興
に
向
け
て

懸
命
な
努
力
が
続
け
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
先
が
見
え

な
い
非
常
に
厳
し
い
状
況

に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

大
阪
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
と
し
て
は
、
こ
の
大

震
災
に
対
す
る
全
老
連
で

の
取
り
組
み
に
応
じ
て
、

救
援
拠
金
、
元
気
袋
づ
く

り
な
ど
の
災
害
時
支
援
活

動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。

各
区
老
連
で
は
、
街
頭

募
金
や
缶
バ
ッ
ジ
頒
布
に

よ
る
募
金
の
取
り
組
み
な

ど
も
行
っ
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
全
老
連
か
ら
要

請
の
あ
っ
た
元
気
袋
に
つ

い
て
は
、
各
区
老
連
女
性

部
を
中
心
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で

す
。こ

の
大
震
災
に
よ
り
、

私
ど
も
は
、
毎
日
当
た
り

前
に
元
気
で
暮
し
て
い
る

こ
と
が
い
か
に
大
事
な
こ

と
で
あ
る
の
か
考
え
さ
せ

ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

地
域
に
お
け
る
人
と
人
の

つ
な
が
り
や
絆
が
何
よ
り

も
大
切
で
あ
り
、
老
人
ク

ラ
ブ
活
動
の
重
要
性
を
改

め
て
再
認
識
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

今
後
と
も
、
大
震
災
で

の
教
訓
を
風
化
さ
せ
る
こ

と
な
く
、
で
き
る
限
り
の

支
援
・
協
力
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。今

後
と
も
、
老
人
ク
ラ

ブ
会
員
の
皆
様
方
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
昨
年
大
老
連
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ

い
た
東
日
本
大
震
災
救
援

拠
金
額
は
１
５
１
８
万
３

７
３
０
円
、
元
気
袋
作
成

数
は
６
３
８
袋
で
す
。

「
元
気
袋
」
の
応
援
マ
ー
ク
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